
癒しの寺歩き
神山里美の

※途中からの入会も可能です。

～ゆかりのお菓子とともに～

Ｒ7・4

■講 師 寺・コンシェルジュ 神山里美

■受講日 第２土曜日 １３：３０～１５：１５

■受講料 ８，０８５円（税込・３ヵ月分）※教材費含む

お寺の魅力をひと言で表すとしたら、それは「癒し」です。お寺には、人の心を癒す何
かがあります。写真をご覧いただきながら、お寺の魅力をご紹介します。また、その土地
ゆかりのお菓子をお取り寄せし、和菓子の文化も一緒に味わっていただきます。「行った
気になる」「行きたくなる」肩肘張らない愉しい講座です。

TRY! おためし講座体験

◆ 3月8日（土）または4月１２日（土）
時間はいずれも １３：３０～１５：１５

◆２，６９５円（各税込・お菓子付き）

豊田市在住の65歳以上の方

対象でアンケートにご協力
いただくと粗品プレゼント

寺歩き京都「法金剛院」

日程

【フェノロサが見た奈良まほろば】

【重森三玲の庭(没後50年)】

【極楽浄土と蓮の花】

5月10日

4月12日

6月14日

内容

極楽浄土に咲くといわれる蓮の花。蓮は咲くときに「ポンッ」と音がすると、聞いたことあり
ませんか？「はて？さて？本当でしょうか」　極楽浄土さながらに美しい蓮の花が咲くお寺の
話。

昭和を代表する天才作庭家で、枯山水庭園の代表的作庭師・重森三玲。意外にもその才能は挫
折から生まれました。「昭和のモダン」重森三玲の代表的な庭園のあるお寺の話。

新しい時代の幕開け、明治時代は神道と仏教の分離を図ります。その結果廃仏毀釈が起こり、
歴史ある寺は荒廃し、伝統的な美術は見捨てられ、その多くは海外に流出しました。そんな日
本の古美術の保護や修復に尽力したのが、岡倉天心と東京大学に政治学の教師として来日して
いたアーネスト・フェノロサ。フェノロサが称賛した仏像のお話。

寺歩き京都「龍吟庵」


